
はじめに

このセクションでは、Cisco Crosswork Change Automation and Health Insightsダッシュボードの
主要なワークフローと概要を示します。

•使用する前に（1ページ）
•ワークフロー 1：ネットワークビューの構成（2ページ）
•ワークフロー 2：主要業績評価指標のモニター（2ページ）
•ワークフロー 3：クローズドループの自動化（3ページ）
•ワークフロー 4：プレイブックのスケジュール（5ページ）
•ワークフロー 5：カスタム KPIの開発（5ページ）
•ワークフロー 6：カスタムプレイブックの開発（7ページ）

使用する前に

詳細の参照先ワークフロー

『Cisco Crosswork Network
Controller 5.0 Installation Guide』お
よび『Cisco Crosswork Network
Controller 5.0 Administration
Guide』を参照してください。

1. Cisco Crosswork Change Automation and Health Insights環
境をインストールし、CiscoCrossworkDataGatewayをセッ
トアップします。

『Cisco Crosswork Network
Controller 5.0 Administration
Guide』の「SetupWorkflow」を参
照してください。

2.基本的な到達可能性をチェックします。

Change Automation設定の構成3. Change Automation設定を構成します。

ワークフロー 1：ネットワーク
ビューの構成（2ページ）

4.（オプション）マップ設定をセットアップして構成しま
す。
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詳細の参照先ワークフロー

ワークフロー 2：主要業績評価指
標のモニター（2ページ）

5. KPIプロファイルを作成し、デバイスの主要業績評価指
標（KPI）をモニターして、問題や異常がないか確認しま
す。

ワークフロー 3：クローズドルー
プの自動化（3ページ）

6.（オプション）KPIをプレイブックにリンクします。

ワークフロー 4：プレイブックの
スケジュール（5ページ）

7.（オプション）定期メンテナンスを実行するようにプレ
イブックをスケジュールします。

ワークフロー 5：カスタム KPIの
開発（5ページ）

8.（オプション）カスタムKPIでテレメトリインサイトを
拡張します。

ワークフロー 6：カスタムプレイ
ブックの開発（7ページ）

9.（オプション）よくある失敗シナリオを修復し、カスタ
ムプレイブックで定期タスクを自動化します。

ワークフロー 1：ネットワークビューの構成
次のワークフローでは、Cisco Crosswork Change Automation and Health Insightsでマップ表示設
定を構成する手順について説明します。

操作手順

デバイスグループの作成と変更と

ダイナミックデバイスグループ

の有効化の指示に従って操作しま

す。

1.要件に応じてデバイスを論理的にグループ化します。

その場合は、マップ表示設定のカ

スタマイズの手順に従ってくださ

い。

2.トポロジの表示設定を行います。

簡易アクセスのトポロジビューの

保存の指示に従って操作します。

3.カスタムトポロジビューを管理します。

ワークフロー 2：主要業績評価指標のモニター
初期設定が完了したら、Cisco Crosswork Health Insightsを使用して、KPIプロファイルを利用
したデバイスパフォーマンスのモニターを開始します。
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操作手順

『Cisco Crosswork Network
Controller 5.0 Administration
Guide』のトピック「Manage
Tags」を参照してください。

1.（オプション）事前の計画に従って、KPIをモニターす
るすべてのデバイスに、そのデバイスで実行する機能を示

すタグを付けます。

Health Insights KPIのリストに記載
されているシスコ提供のKPIを確
認します。

要件に合った新しいKPIを作成す
るには、新しいKPIの作成を参照
してください。

2.各デバイスの機能とモニターするデバイスパフォーマン
ス特性に基づいて、シスコ提供のどのKPIの使用を開始す
るかを計画します。

Health Insightsの KPIは、ライセンスがなくて
も最大90日間使用できます。90日の評価期間
がすぎると、製品はコンプライアンス違反に

なります。そうなった場合でも既存のタスク

はすべてそのまま使用できますが、新しいKPI
を有効にすることはできません。

KPIの総数を調べて十分なライセンスがあるこ
とを確認してください。確認するには、スマー

トライセンスのサイトにアクセスします。詳

細については、『Smart Software Manager
Guide』を参照してください。

（注）

その場合は、新しいKPIプロファ
イルの作成の手順に従ってくださ

い。

3.これまでの経験に基づくか、推奨エンジンを使用するこ
とで、KPIをグループ化してKPIプロファイルを形成しま
す。

デバイスでのKPIプロファイルの
有効化の指示に従って操作しま

す。

4.モニターするデバイスで対象のKPIプロファイルを有効
にします。

ワークフロー 3：クローズドループの自動化
次ワークフローでは、KPIによってネットワークでパフォーマンスの課題が検出された場合
に、その対策として Cisco Crosswork Change Automationから Cisco Crosswork Health Insightsを
使用して修復プレイブックを実行するときに従うべき手順について説明します。修復プレイ

ブックでは、次のことを行うことができます。

• KPIにリンクし、プレイブックを実行して修復を容易にするようにオペレータに警告しま
す。

• KPIにリンクし、オペレータが介入しない自動実行を選択します。
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操作手順

ネットワークの正常性とKPIのモ
ニターの指示に従い、ネットワー

クデバイスのアラートの表示を使

用してアラートとその考えられる

原因を調べます。

1.アラートをトリガーしているKPIを調べて、ネットワー
クで発生した状況に最善の是正処置を判断します。

Cisco DevNetのChangeAutomation
開発者ガイドの「プレイブック」

および「プレイ」を参照でプレ

イ、プレイブック、汎用パラメー

タのリストを確認します。

テンプレートを使用したカスタム

プレイの作成およびUIを使用した
カスタムプレイブックの作成を参

照してください。

2.プレイとプレイブックを確認して、アラートを発してい
る KPIへの最善の対処方法を判断します。

次に例を示します。

•問題を解決できる既存のプレイブックがないか探しま
す。

•いくつか組み合わせて問題を解決できる既存のプレイ
がないか探します。そうしたプレイで新しいプレイ

ブックを作成します。

次を参照してください。

プレイブックのドライランの実行

シングルステップモードでのプレ

イブックの実行

連続モードでのプレイブックの実

行

3.選択したプレイブックを実際に試してみて、目的に合っ
ているかどうかを確認します。こうして試しながら、必要

に応じてプレイブックのパラメータを調整します。

CrossworkChangeAutomationは、ドライランを
含め、実行されるプレイブックごとにライセ

ンス数を 1つ増やします（プレイが成功した
かどうかは無関係）。プレイブックを 1回実
行したら、ライセンス数を増やすことなく複

数回使用できます。

（注）

テンプレートを使用したカスタム

プレイの作成およびUIを使用した
カスタムプレイブックの作成を参

照してください。

4.必要に応じて、要件に合わせて新規または既存のプレイ
を記述した新しいプレイブックを作成します。

KPIをプレイブックにリンクして
手動で実行で、オペレータの制御

の下でプレイブックをリンクして

その実行をトリガーする手順に従

います。ネットワークデバイスの

アラートの表示に表示される修復

アイコンを使用して、デバイスま

たはKPIアラートからリンク先の
プレイブックの実行をトリガーし

ます。

5.（オプション）KPIが頻繁にトリガーされる場合、既知
の修復プレイブックがあれば、そのプレイブックをKPIに
リンクすると、オペレータがプレイブックを簡単に実行で

きるようになります。
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操作手順

KPIをプレイブックにリンクして
自動で実行の手順に従って、デバ

イスまたはKPIアラートを受信し
たらリンク先のプレイブックを自

動的に実行するようにトリガーし

ます。

5.（オプション）KPIが頻繁にトリガーされる場合、既知
の修復プレイブックがあって実行しても暴走する危険がな

いのであれば、そのプレイブックをKPIにリンクして自動
的に実行されるように設定します。

ワークフロー 4：プレイブックのスケジュール
次のワークフローでは、Cisco Crosswork Change Automationを使用して、ネットワークの定期
保守を自動化し、定期変更が毎回正しく完了するようにするときに従うべき手順について説明

します。

このワークフローを適用できるのは、Change Automation設定でスケジュールが有効になって
いる場合だけです。詳細については、Change Automation設定の構成を参照してください。

（注）

操作手順

プレイブックの実行についておよ

びプレイブックリストの表示を参

照してください。

1.定期スケジュールで実行し、1つ以上の Cisco Crosswork
Change Automationプレイブックを使用した自動化に適し
ている可能性がある定期メンテナンスタスク（スループッ

トチェック、ソフトウェアアップグレード、SMUインス
トールなど）を特定します。

プレイブックの実行についておよ

びプレイブック実行のスケジュー

ルを参照してください。

2.こうしたタスクを目的の時刻に実行するようにプレイ
ブックを構成します。

Change Automationダッシュボー
ドの使用およびプレイブックジョ

ブの表示または中止を参照してく

ださい。

3. Change Automationジョブ履歴を調べて、プレイブック
の現在のステータスを確認します。ジョブが失敗した場合

は、その詳細を確認できます。

ワークフロー 5：カスタム KPIの開発
次のワークフローでは、特別なニーズに合わせて Cisco Crosswork Health Insightsカスタム KPI
を開発するかどうかを検討するときに従うべき手順と、開発することにした場合の進め方につ

いて説明します。
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操作手順

ネットワークの正常性とKPIのモ
ニターの指示に従い、ネットワー

クデバイスのアラートの表示を使

用してアラートとその考えられる

原因を調べます。

1.既存の KPIを調べて、モニター対象のテレメトリ
（SNMP、CLI、Cisco IOS XR、または IOS-XE）がまだ利
用できないことを確認します。

Health Insights KPIのリストでKPI
を確認します。

2.モニター対象のデバイスから利用可能なデータを調べ
て、必要な情報をデバイスが提供できるかどうかを確認し

ます。

•提供できる場合は、カスタムKPIの構築に進みます。

•提供できない場合は、シスコにお問い合わせくださ
い。

デバイスが提供できるデータに関する最新情報は、Cisco
TelemetryDataMapper（https://tdm.cisco.com）からいつでも
入手できます。

新しい KPIの作成および新しい
KPIプロファイルの作成を参照し
てください。

3.カスタムKPIを構築して、KPIプロファイルに追加しま
す。

デバイスでのKPIプロファイルの
有効化およびネットワークデバイ

スのアラートの表示を参照してく

ださい。

4.テストデバイスで新しいKPIプロファイルを有効にし、
レポートされたデータが期待に添うものであることを確認

します。なお、データを長期にわたって見ないと基準とな

る業績指標を確立できないKPIは、意味のあるデータを提
供できるようにある時点で「アニーリング」する必要があ

ります。

有効なKPIの展開ステータスの確
認を参照してください

5.こうしたKPIがデバイス（MDTのみ）とCrossworkData
Gatewayで正しくアクティブ化されることを確認します。

はじめに
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操作手順

デバイスでのKPIプロファイルの
有効化の手順を実行します。

6. KPIプロファイルが期待に添うものであれば、その KPI
プロファイルを適用可能と見なすすべてのデバイスで有効

にします。

多数のデバイスで KPIプロファイルを有効に
する場合は、Cisco Crosswork Data Gatewayで
十分なキャパシティを使用できることを確認

します。十分なキャパシティを確保できない

まま、多数のデバイスで KPIプロファイルを
有効にすると、過負荷や停止が発生する可能

性があります。Cisco Crosswork Data Gateway
の負荷を確認するには、「Cisco Crosswork
Network Automation APIs」の「Health Insights
CDG load calculator」を参照してください。

警告

有効なKPIの展開ステータスの確
認を参照してください

7. KPIプロファイルがデバイス（MDTのみ）と Crosswork
Data Gateway（すべて）に展開されたことを確認します。

ワークフロー 6：カスタムプレイブックの開発
次のワークフローでは、Change Automationのカスタムプレイまたはプレイブックを開発する
ことにしたときに従うべき手順について説明します。

操作手順

メインメニューから、[ネットワー
ク自動化（Network
Automation）] > [プレイリストま
たはプレイブックリスト（Play
List or Playbook List）]を選択し
ます。

1.既存のプレイとプレイブックを確認して、それらのいず
れかが完全にまたは部分的にニーズを満たしているかどう

かを確認します。

カスタムプレイについておよびプ

レイブックのカスタマイズについ

てを参照してください。

2.必要に応じて、要件に合わせて新規または既存のプレイ
を記述した新しいプレイブックを作成します。

はじめに
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操作手順

参照：ネットワークの正常性と

KPIのモニターおよびプレイブッ
ク実行のスケジュール

3.ニーズを満たすプレイブックを開発している場合：

• KPIアラートへの対応：プレイブックが期待に添うも
のである場合は、プレイブックを実行する必要がある

ことを示す KPIにプレイブックをリンクして、オペ
レータがプレイブックを簡単にトリガーできるように

します。

•計画メンテナンスまたは構成変更の場合：プレイブッ
クの実行をスケジュールするか、計画した時刻に実行

します。スケジュールできるのは、ChangeAutomation
設定でスケジュールが有効になっている場合だけで

す。詳細については、「Change Automation設定の構
成」を参照してください。

はじめに
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


